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X 線光電子分光法を利用し、CNT の表面状態を分析

することで CNT 中に含まれる有機物等の不純物が見ら

れないかどうかを検証した。 

１．概要（Summary） 

 

 <利用した主な装置> 
２．実験（Experimental） 

エックス線光電子分光分析(XPS)装置 
KRATOS Axis Nova 
 

 <実験方法> 
 CNT を銅板に貼り付けたカーボンテープ上に乗せ、こ

れの表面を XPS 分析により不純物の有無を調査した。 
 

XPS を利用し、CNT の表面状態を分析したところ、C 
1s のピークがメインで観測された(Fig. 1)。この C 1s スペ

クトルをピーク分離して解析したところ、他の有機物を含

有する試料(b)と比較して、(a)の 3 成分が CNT 由来の

ピークで有ることが示唆された。これは、当社で測定し

た熱分析の結果と一致している (窒素雰囲気下 500℃ま

で加熱したとき、試料(b)では有機物由来の分解が確認さ

れたが、試料(a)に関しては分解が見られず)。このため、

試料(a)には、有機物が含まれていないことが示唆され

た。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

以上より、XPS を利用することで、CNT 中の不純物の

有無を確認することが可能であることが判明した。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig. 1. C 1s spectrum of carbon nano tubes 
(a) without containing organic material, (b) 

with containing organic material. 
 

XPS の測定で多大なるご助言を賜りました大塚照久様

に心より感謝申し上げます。 

4．その他・特記事項（Others） 

 

なし。 
５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

 

なし。

６．関連特許（Patent） 

304       300        269        292        288        284
Binding energy (eV)

Name:Energy FWHM Area     %
C 1s:284.623  0.668   18188.4 63.0
C 1s:285.283  1.242     8677.8 30.1
C 1s:286.557  1.113     1996.5   6.9
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300        269        292        288        284        280
Binding energy (eV)

Name:Energy FWHM Area     %
C 1s:284.630  0.977   18898.0 61.5
C 1s:285.813  1.339     5600.4 18.2
C 1s:287.159  1.622     2694.9   8.8
C 1s:289.112  1.312     1072.5   3.5
C 1s:290.477  1.399     1565.7   5.1
C 1s:291.944  1.610       896.0   2.9 
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